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１ 単元名 文字の式

２ 単元について

（１）単元観

小学校では、○や△、またはことばの式を文字にかえ、ものの値段や三角形の面積の公式など、簡

単な数量関係を、文字を使って表す学習をした。しかし、これまで数で示された問題の答えを求めて

きた経験の多い生徒たちにとって、文字で表される式は、計算途中の式であるといった感覚をもつこ

とが少なくない。文字式の計算を学ぶ場面では、文字式の表し方を学んだ後に、 x6 などの文字式が何

を表しているかの意味理解につまずき、四則演算の処理に戸惑う生徒が予想される。形式的に処理す

る力を身につけさせることとともに、一人一人の理解にあわせ、文字式が表しているものの意味を確

かめながら丁寧に学習を進めていきたい。

本単元では、「×」「÷」の省略や指数の使用など、文字式の表し方を学び、式の意味を読み取った

り、文字式の計算をしたりして、文字を用いることのよさについて学習する。続く方程式や変化と対

応の単元ではもちろんのこと、今後の数学の基礎となる表現や技能、考え方を身につけさせたい。

（２）本単元における授業と研究主題との関連

本単元では、規則的に並べたマッチ棒の数を数える活動を通して、文字を用いることの必要性や意

味について、しっかりと考えさせたい。このときにグループ学習を取り入れ、図や式を用いて自分の

考えを的確に表現し、考えたことを数学的な表現を用いて相手に伝える活動をしていく中で、豊かな

表現力を身につけさせたい。文字式の計算では、今までの数の計算と同じように処理できることを確

認しながら、丁寧に指導をして、基本的な技能の定着を図る。そして、今後新たな事柄を学習してい

く際には、この単元で学んだ知識や考え方を活用できるように、意識して指導していきたい。

３ 単元の目標

（１）文字を使って、数量や数量の関係などを式に表し、文字の必要性と意味を理解する。

（２）文字を使った式の表し方を理解し、それに基づいて式に表したり、表された式の意味を読み取

ったり、文字に値を代入して式の値を求めたりして、文字式の理解を深める。

（３）簡単な式の加法と減法の計算ができるようにする。また、式に数をかけることや式を数でわる

ことができるようにする。

（４）数量の関係を等式や不等式に表すことができるようにする。

４ 指導計画（１５時間）

１節 文字を使った式 １ 数量を文字で表すこと ・・・２時間（本時１／２時間）

２ 文字式の表し方 ・・・３時間

３ 式の値 ・・・２時間

２節 文字式の計算 １ 文字式の加法、減法 ・・・３時間

２ 文字式と数の乗法、除法 ・・・２時間

３ 関係を表す式 ・・・３時間

《本校研究主題》

豊かな心を持ち、意欲的に学習に取り組む生徒の育成

《本校数学科研究主題》

基本的な知識・技能や豊かな表現力を身につけるための指導過程の工夫

～グループ学習を取り入れた授業を通して～



５ 本時の指導

（１）本時の題材

文字の式

（２）本時の目標

① マッチ棒の本数を、いろいろな考え方で求めることができる。【見方や考え方】

② 文字を用いることで数量を一般的かつ簡潔に、式で表せることを理解できる。【知識・理解】

（３）本時の展開
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正方形の数がかわっても ４×（正方形の数） でマッチ棒の本

数を求めることができる。

・正方形が６個、

７個、８個の場

合についても

確認する。
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○ 学習課題を提示する。

問題① 正方形が３個のとき、マッチ棒は何本必要ですか。

○ ワークシートの図をもとに求める。

問題② 正方形が１０個のとき、マッチ棒は何本必要ですか。

求め方を考えてみよう。

○ ワークシートに自分の考えを記入する。

・ワークシートを

配布する。

・答えが求まった

生徒は、別の考

え方で考えて

みるよう指示

する。

・苦手な生徒に対

しては、正方形

が４個、５個の

場合で考える

よう促す。

評価①

（机間指

導）
＜予想される生徒の考え＞

① １本目を別で考え、正方形が増えるごとに、３本ずつ

増えていく。

１＋３×１０＝３１（本）

・・・・・・・

・・・・・・・

下の図のように、マッチ棒を並べ正方形を作っていく。

このとき、正方形の数による必要なマッチ棒の本数の数え方

について考えよう。

答え：１０本

下の図のように、マッチ棒を並べ正方形を作っていく。

正方形が５個のとき、マッチ棒は何本必要ですか。

４×５＝２０（本）
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○ ３～４人グループを作り、自分の考えを発表し、共有する。（グル

ープ学習）

○ ワークシートに友達の考え方を記入する。

○ 模造紙にグループの中で出た考えをひとつ記入し、黒板に貼

る。

○ 机を元の体型に戻す。

（一斉指導）

○ 代表のグループの生徒が発表する。

○ 正方形の数がいくつになっても、マッチ棒の本数を一般的に

表す方法について考える。

（１）言葉の式で表す。

① １＋３×（正方形の数）（本）

② ４＋３×（正方形の数－１）（本）

③ ４×（正方形の数）－（正方形の数－１）（本）

④ ２×（正方形の数）＋（正方形の数＋１）（本）

（２）正方形の数を x個として、文字の式で表す。

① １＋３× x（本）

② ４＋３×（ x－１）（本）

③ ４× x－（ x－１）（本）

④ ２× x＋（ x＋１）（本）

・②の式の９は、

増えた正方形

の数が

１０－１＝９個

であることを

押える。

・④の式の１１

は、縦の辺の数

が正方形の数

より１本多い

ことを押える。

・グループ学習の

進め方につい

て再確認する。

・いろいろな考え

方があること

を確認する。

・①～④の式に正

方形の数１０

をあてはめて

も同じ数３１

になることを

確認させる。

・言葉の式の「正

方形の数」は、

①～④のいず

れにも共通し

ているので、x

と置き換えれ

ば式を簡潔に

できることを

確認する。

評価①

（机間指

導・発表）

② 最初の正方形を別で考えると、正方形が増えるごとに、

３本ずつ増える。

４＋３×９＝３１（本）

・・・・・・・

・・・・・・・

③ 正方形は４本でできるので、それから重なった本数を

引く。

４×１０－９＝３１（本）

・・・・・・・

・・・・・・・

④ 上の辺、下の辺の数と縦の辺の数で数える。

２×１０＋１１＝３１（本）

・・・・・・・

・・・・・・・



問題③ 正方形が１００個のとき、マッチ棒は何本必要ですか。

○ ワークシートに答えを求める。

・どんな数でも、

文字の式にあ

てはめれば、求

めることがで

きることを伝

える。

評価①

（机間指

導）

ま

と

め

５

分

文字を用いることで、数量を一般的かつ簡潔に表すことがで

き、これからは様々な事象について文字の式で表していくことを

確認する。

○ ワークシートに本時の感想を記入する。

・文字のよさを確

認する。

評価②

（机間指

導）

（４）評価

① マッチ棒の本数を、いろいろな考え方で求めることができたか。【見方や考え方】

② 文字を用いることで数量を一般的かつ簡潔に、式で表せることを理解できたか。【知識・理解】

① １＋３×１００＝３０１（本）

② ４＋３×（１００－１）＝３０１（本）

③ ４×１００－（１００－１）＝３０１（本）

④ ２×１００＋（１００＋１）＝３０１（本）


